
409

一般演題　E　放射性医薬品

141．悪性腫瘍診断のための167Tmのライナ

　　　ックによる製造
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　ランタノイド，ことにTm，　Ybが悪性腫瘍に対して

強い親和性を有することが動物実験により明らかになっ

ている．臨床応用に好都合な半減期（9．24日），γ線エ

ネルギー（208KeV）を持つ167Tmを放射化学的に高純

度で十分量得ることは，TmがYbにまさる腫瘍親和性

のあることからも望まれる．10VTmはこれまでサイクロ

トロンを用い165Ho（α，2n）167Tm，167Er（p，　n）

10vTm，167Er（d，2n）167Tmにより作られた報告が

あるが，副反応による10STm（半減期93．1日）の生成が

避けられな…そこで…Yb（…）・『編…Tm

による製造を研究した．

　ターゲットには，天然同位体比のYb203により予備

実験を行う一方，最終的には22％濃縮の168Yb20340．1

6mgを用いた．照射は東北大核理研ライナックのRIコ

ー スで，積算22時間，60MeV平均250μAの条件で行

った．照射終了時の生成167Tmの全放射能は約0．5mCi

と推算される．照射後γスペクトルの時間的変化を追う

とともに，化学分離法により167Tmを放射化学的に精

製した．天然組成のターゲットではNaアマルガム還元

法によるYbSO4の沈澱分離も前段階として検討した

が，濃縮ターゲットでイオン交換分離法のみを適用し

た．すなわちターゲットを塩酸に溶解後，陽イオン交換

樹脂柱Dowe×50（1．5cm×40cm）につけ，室温でpH

3．9の0．12Mα一ヒドロキシイソ酪酸溶液15ml／時間の

流速でYb，　Tmの順に溶離し，そのγスペクトルを観

測した．1回の分離では167Tm部分に169・　175Ybのテ

ー リングがみられたので，さらにイオン交換分離を行っ

た，今回は分離精製にほぼ1週間を要したが，高純度の

167Tmとして全体の約55％を担癌動物による腫瘍親和性

の実験に供することができた．この結果は本会（腫瘍の

診断一般演題群）で協同研究者が報告する予定である，
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　放医研においては昭和46年8月以来中性子治療を主目

的とする医用サイクロトロン施設の建設を推進して来た

が，最近，その主要施設のほとんどを完成した．放医研

サイクロトロン施設の一部にRI製造のための設備があ

り，医用RI，主として短寿命核種の研究生産および利

用が漸次行われる．

　本報告は，医用RI製造のための主要施設の概要，　RI

製造計画および製造に際して予想される難点とこれに対

する措置などについて述べるものである．

　放医研サイクロトロン本体は中型サイクロトロンに属

し，RI生産に利用し得るビームおよび強度を示すと，

陽子については（8～40MeV）20μAまたは（40～60

MeV）10μA，重水素については（16〈・35MeV）40μA，

3Heについては　（24～80MeV）20μAまたは（80～93

MeV）10μA，および，α（32～70MeV）20μAである．

所謂医用コンパクト・サイクロトロンに較らべて高エネ

ルギー，低電流型のサイクロトロンと云える．

　RI製造用としては，ターゲット着脱装置，自動移送

装置およびホット・セル（3基）が設置されており，生

産工程中の被ばくを可及的少くするようにしている．排

気中の放射能汚染に対しては，洗糠および高性能フィル

ターによる櫨過などにより汚染の除去を行い環境への安

全を期している．サイクロトロン稼動には膨大な電力量

および水道量を必要とするなど頭を悩ますところである

が，当初の計画としては，すでに理研サイクロトロンを

使用し製造経験を有する18F，43K，　mTなどの核種の

製造を予定している．
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